
いかるぎ
最
近
の
新
聞
報
道
に
依
る
と
、
放
送
業
界
へ
の
政
治
的
な
風

当
た
り
が
強
ま
っ
て
い
る
と
言
う
。

歯
に
衣
着
せ
ぬ
看
板
キ
ャ
ス
タ
ー
ら
の
相
次
ぐ
降
板
。
放

送
現
場
に
は
政
権
の
意
向
を
付
度
し
、
内
容
を
自
制
す
る
雰

囲
気
も
あ
る
と
云
い
、
議
者
か
ら
Ｔ
Ｖ
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

あ
り
方
を
危
ぶ
む
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

番
組
で
の
発
言
が
政
権
側
か
ら
何
度
も
批
判
さ
れ
た
民
放
深
夜
報

道
キ
ャ
ス
タ
ー
は
、
「キ
ヤ
ス
タ
ー
は
反
権
力
の
側
面
が
あ
る
」
と
自

大
物
政
治
家
に
も
鋭
い
質
問
を
浴
び
せ
て
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
女
性
キ
ャ

ス
タ
ー
も

「降
板
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
」
と
の
憶
測
が
何
度
も
流
れ
ア

い
た
と
い
う
。

ま
た
、
毎
日
モ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ
ウ
な
ど
に
も
論
客
と
し
て
出
演
し
て

き
た
有
名
時
事
解
説
者
も
、
番
組
で
、
安
保
関
連
法
案
に
対
し
強
行

発
言
の
際
、
保
守
論
客
が
名
を
連
ね
る
団
体
か
ら

「政
治
的
に
公
平

で
あ
る
こ
と
を
定
め
た
放
送
法
に
違
反
す
る
」
と
批
判
さ
れ
た
。

各
局
そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
３
人
続
く
と
、
政
権
に

批
判
的
だ
っ
た
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
と
い
う
印
象
は
我
々
視
聴

者
が
持
っ
て
し
ま
う
。

「報
道
番
組
が
長
い
物
に
巻
か
れ
て
、
当
た
り
障
り
の
な

い

一
面
的
な
情
報
提
供
し
か
出
来
な
く
な
っ
た
ら
、
視
聴
者

に
と
っ
て
も
、
民
主
主
義
社
会
に
と
っ
て
も
良
く
な
い
こ
と
だ
」

と
或
る
大
学
準
教
授
も
語
る
。

政
権
与
党
が
Ｔ
Ｖ
報
道
に

「圧
力
」
と
取
ら
れ
か
ね
な
い

注
文
を
強
め
た
の
は
、　
一
昨
年
末
の
衆
院
選
の
頃
か
ら
ら
し

い
。
そ
ん
な
中
で
民
放
の
若
手
ス
タ
ツ
フ
は

「危
な
い
橋
は
渡

り
た
く
な
い
」
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
係
者
は

「政
権
の
意
向
に
沿

う
空
気
が
局
内
に
漂
っ
て
い
る
」
と
た
め
息
を
つ
い
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

頼成光寿会 広

場 日

所 時
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た

頼
成
地
区
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大
会
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二
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日

（日
）
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前
十
時
～
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〓
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夏

申
込
期
日

2月 ,8日 (ホ曜日)

午前9時～午後3時

作需搬ハ ,7日 (常日),3:00～ 15800

作品燿出 ,3日 (当日),5:30～ ,|:30

会員0皆さん、多くの作品の出展を期待

してら1春す。

じ

ヽ

彗

共催で第 6国会員作品展

今月の浮世亭は光寿会と

今月の予定

・ 1日 定例役員会

・ 18日 会員作品展

・21日 般老連高齢者学級開機式


